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(3)養老線沿線市町の主要計画の整理 

① 大垣市 

1)大垣市第五次総合計画（H20.3：計画期間 2008～2017） 

a)まちづくりの目標（基本構想） 

   ○まちづくりの基本理念 

 「飛躍」：人と地域の個性を生かした活力あるまち 

 「輝き」：人々が支え合い・助け合う子育て日本一のまち 

      市民と行政が連携する協働のまち 

 「安心」：誰もが安全・安心でいつまでも住み続けたいまち 

      効率的な行政経営により自立した町 

○将来都市像 

 「水と緑の文化・産業・情報・交流都市」 
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b)土地利用の方針（基本構想） 
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c)分野別計画（後期基本計画）（計画期間：2013-2017） 

    分野別計画の「第１節 快適で機能的なまちづくり（都市基盤）」において、公共

交通の維持・利用促進、公共交通を軸に歩行者・自転車と連携した交通体系の確立

等が示されている。 
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2)大垣都市計画区域マスタープラン（H22.8.27 変更：目標年次 H32） 

a)都市づくりの基本理念 

   ○都市づくり基本理念 

 「水と緑と情報～快適で安全な生活空間」 

○まちづくりの方針 

 ・住民と行政の協働によるまちづくり 

 ・活気に満ちた交流の盛んなまちづくり 

 ・水と緑を生かした快適なまちづくり 

 ・安全で人にやさしいまちづくり 

 

 

b)交通施設の都市計画の決定の方針 

交通結節点の機能改善など利便性の高い公共交通システムの整備が示されて

いる。 

 

①基本方針（公共交通） 

○自動車を中心とするライフスタイルが定着する中、地球規模の環境問題への対応

や、高齢者や障がい者等の交通弱者の移動手段の確保といった観点から、鉄道や

バス等の公共交通機関の必要性が再認識されており、今後は多様な交通手段の選

択が可能となる利便性の高いまちづくりを進める。 

②主要な施設配置の方針（公共交通） 

○本区域の公共交通システムは、東西にＪＲ東海道本線、樽見鉄道、南北に養老線

が鉄道網を形成し、これらを補完するシステムとしてバスが運行されている。今

後は、これらの基本システムをベースに、自動車交通に過度に依存することのな

い都市交通システムを確立するため、交通結節点の機能改善など利便性の高い公

共交通システムの整備を検討する。また、不採算のバス路線が廃止されつつある

ことから、地域の実情に合わせたコミュニティバス等、市町バス事業の検討を含

め、バス路線網の維持・拡充を進めるとともに、当面は、既存の公共交通機関相

互の連絡改善を進めます。 

※公共交通に関連する事項を中心に要約 
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② 桑名市 

1）総合計画（桑名市のあたらしい計画 2015‐2024） 

a)桑名市の将来像（基本構想） 

       「次世代へと続く 快適な暮らしの中で ゆるぎない魅力が 本物として 成長

し続けるまち 桑名」 

○将来像１：快適な暮らしを次世代にも誇れるまち 

○将来像２：桑名市の魅力が自他ともに認められるまち 

 

b)桑名市の将来像を実現するための 7つのビジョン（基本構想） 

①中央集権型から全員参加型の市政に 

②命を守ることが最優先 

③こどもを３人育てられるまち 

④世界に向けて開かれたまち 

⑤地理的優位性を活かした元気なまち 

⑥桑名をまちごと『ブランド』に 

⑦納税者の視点で次の世代に責任ある財政に 
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c)土地利用の方針（基本構想） 

   桑名駅周辺が中心拠点、養老線多度駅周辺が地域拠点に位置づけられている。 
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d)分野別施策（基本計画） 

    基本計画における分野別施策のうち、公共交通あるいは養老線に関連する部分は

以下のとおりである。 

    ○コンパクトで便利ですてきなまちづくり 

     ・桑名駅西口駅前広場及び自由通路・橋上駅舎化による交通結節点としての機

能強化が施策として位置づけられており、駅利用者数の増加がまちづくりの

指標となっている。 

・多度地区の歴史文化、自然、観光といった資源を整備、発掘し、それらを有

効活用した新しい観光の魅力の創出に関する取り組みが位置づけられている。 
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○人とまちにぎわい支えるバス・鉄道 

     ・沿線市町と一緒にあらゆる運営形態を検討し、基幹交通である地域鉄道を支

援して鉄道輸送の維持、確保に努めるとされている。 

・地域の大切な資源である地域公共交通に愛着を感じる「マイレール・マイバ

ス」を高めることで、利用者を拡大し、利用回数が増えるよう努めるとされ

ている。 
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2)桑名市都市計画マスタープラン（H20.5：計画期間は約 20 年、目標数値は H37） 

a)将来像 

   ○将来像 

「水と緑と歴史が育む豊かな快適交流文化都市」～住み良さ日本一をめざして～ 

 

b)都市整備の目標 

 ①持続可能な安全で快適な都市環境の形成 

  ・政策的な人口増加策と質の高い居住環境の創出 

  ・利便性の高いコンパクトな市街地整備 

・緑地の保全と創出及び水と緑のネットワーク 

・災害に強い安全なまちづくりの推進 

②個性や想像に富んだ観光交流・新産業の発展 

・新産業の集積を促進する産業ゾーンの形成 

・地域資源の魅力発揮と観光交流ゾーンの形成 

③市民の主体的参加による環境改善の推進 

・市民の知恵と協力による既存ストックの改善と有効利用 

・環境改善に向けた自主的な地域活動の推進 

・地域住民主体のまちづくりの推進体制の整備 

・魅力のある自立したまちづくりの推進 
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c)将来の都市構造 

    養老線は広域連携軸（南北軸）に位置づけられている。 

    また、多度地域が産業系ゾーン、観光系ゾーンに位置づけられている。 
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d)交通施設整備の方針 

    「5-2 交通施設整備の方針」の「3 鉄道駅周辺」において、桑名駅の結節機能の

強化が位置づけられている。 

    また、多度駅南及び下野代駅周辺の活性化と養老線の利用促進を目的として、駅

周辺へのアクセス道路の整備、パークアンドライド方式の導入に関する検討が位置

づけられている。 
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③ 海津市 

1)海津市総合開発計画（H19.3：計画期間 2007‐2016） 

a)まちづくりの目標（基本構想） 

   ○基本理念 

 ①「連携」を強める 

 ②「活力」を高める 

 ③「調和」を育む 

○将来像 

 「協働が生み出す 魅力あふれるまち 海津」 

 

 

b)土地利用の基本方針（基本構想） 

    「1 交通ネットワークの整備」において、養老線の運営存続・充実を関係機関に

要望していくとされている。 
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c)土地利用構想（基本構想） 

    養老線の各駅周辺が市街地再生ゾーンとなっている。特に、駒野駅周辺の市街地

再生ゾーンは面的広がりを持っている。 
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d)公共交通機関の充実（後期基本計画）（計画期間：2012-2016） 

    「戦略プロジェクト」の「Ⅱ 安全で快適な生活環境のまちづくり」の「4 公共

交通機関の充実」において、養老線に関する沿線自治体と協力した運営補助、関係

市民と連携したイベント開催等による利用促進が位置づけられている。 

    また、地元自治会や地域ボランティアとの連携・協働による管理していくとされ

ている。 
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2)海津都市計画区域マスタープラン（H24.8.24 変更） 

a)都市づくりの基本理念 

   ○まちづくりの基本理念 

 「魅力あふれる心のオアシス」 

○まちづくりのテーマ 

 ・地域の魅力を活かし、活力を育む土地利用の推進 

・機能的で暮らしやすい都市施設の整備 

・暮らしやすい市街地・集落の整備 

 

b)地域ごとの市街地像（まちづくりのイメージ） 

養老線の各駅周辺が市街地再生ゾーンとなっている。特に、駒野駅周辺の市街

地再生ゾーンは面的広がりを持っている。 
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c)交通施設の都市計画の決定の方針 

  養老線については、通勤・通学、観光客の誘致等を目的に、乗客サービスの向上、

運行本数の増加等を関係機関に要請し、利便性の確保を図るとされている。 

  

①基本方針（鉄道） 

・養老線が(国)258 号と並行し、本区域西部を南北に縦貫しており、大垣駅～桑名

駅間を結んでいます。今後とも通勤・通学、観光客の誘致対策を進める上で担う

役割は大きく、乗客サービスの向上、運行本数の増加等を関係機関に要請し、鉄

道の利便性の確保を図ります 

②主要な施設配置の方針（公共交通） 

・本区域と近隣市町、大垣市、桑名市を結ぶ公共交通機関として養老線を位置付け

ます。 

※養老線に関連する事項を中心に要約 
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3)海津市地域公共交通網形成計画（H27.7：計画期間 H27 年度～31 年度） 

a)地域公共交通の将来像と基本方針 

基本方針として養老線のサービス充実（運行本数の維持）、養老線とコミュニ

ティバスの接続強化、養老線石津駅からのコミュニティバスによる観光ネットワ

ークの形成等が位置づけられている。 

 

 

 

 

 

 

○基本方針①：養老線・名阪近鉄バスのサービスの充実 

・養老線・名阪近鉄バスの運行本数の維持を関係機関に働きかけ、利便性の確保・

サービスの充実を図る。 

○基本方針②：養老線・名阪近鉄バスと海津市コミュニティバスとの接続強化 

・養老線・名阪近鉄バスと海津市コミュニティバス交通結節点の整備、運行ダイ

ヤの調整等により、結節機能強化を図る。  

○基本方針③：朝夕の通勤・通学対応と昼間の買物・通院・温泉利用等の市民ニー

ズ及び観光に配慮した海津市コミュニティバスネットワークの形成 

・土休日に養老線石津駅や JR 岐阜羽島駅・名鉄新羽島駅からお千代保稲荷へ向

かう観光客にも配慮したネットワークの形成を図る。  

○基本方針④：公共交通を守り育てる体制づくり 

  ※養老線に関連する事項を中心に要約 
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b)計画の目標 

各基本方針に対して以下の目標指標が設定されている（養老線に関連する事項の

み記載）。 

    

○基本方針①：養老線・名阪近鉄バスのサービスの充実 

 

 

 

 

 

○基本方針②：養老線・名阪近鉄バスと海津市コミュニティバスとの接続強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

c)公共交通ネットワーク再構築の方針 

養老線は広域幹線に位置づけられており、1 時間に 1 便以上の運行本数のサービ

ス水準が設定されている。 

【 サービス水準 】 
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【 ネットワーク再構築の方向 】 

 ○養老線 

  ・来客サービスの向上、運行本数の維持を目指す。 

  ・沿線自治体と協力して運営補助を継続する。 

  ・市民と連携したイベント開催や各種切符の発行等により利用促進を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

d)実施事業 

養老線の利用促進策として以下の施策が挙げられている。 
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④ 養老町 

1)養老町第五次総合計画（H23.3：計画期間 H23 年度～32 年度） 

a)まちづくりの目標（基本構想） 

   ○基本理念 

 「みんなで力をあわせる絆のまちづくり」 

○将来像 

 「誇りと愛着が持てる 絆を大切にするまち 養老」 

 

b)分野別計画（後期基本計画）（計画期間：H28 年度～32 年度） 

    「第２章 活力のあるまち」の「1 便利な交通網、情報基盤づくり」において、

養老線の乗降客数（H32）として 3,000 人/月（H20.11 から 13％増）の目標値が示

されている。 

それに向けての施策として、総合交通計画の策定、Ｐ＆Ｒ対応の駐車場整備、住

民の「養老鉄道を守る会」への参加の呼びかけ等が位置づけられている。 
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2)養老都市計画区域マスタープラン（H24.8.24 変更） 

a)都市づくりの基本理念 

   ○都市づくりの基本理念 

 「人が織りなす 輝くまち 養老」 

○まちづくりのテーマ 

 ・安全・快適で個性豊かなまちづくり 

 ・活力ある産業を支えるまちづくり 

 ・笑顔・生きがい・思いやりがあふれるまちづくり 

 

b)地域ごとの市街地像（まちづくりのイメージ） 

現在の町中心部である養老線美濃高田駅周辺が、市街地ゾーン、地域形成拠点

に位置づけられている。 
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c)交通施設の都市計画の決定の方針 

  養老線については、駅前広場等駅周辺環境の整備による結節機能強化等の方向が

位置づけられている。 

  また、関係機関に輸送力強化を要請するとされている。 

 

①基本方針（公共交通） 

○公共交通機関の充実と道路網との一体性確保 

・サービス水準の高い公共交通機関の充実、駅前広場整備等による鉄道との連絡

性強化を図る。 

・コミュニティバスに関しては、路線維持に努めるとともに、地域住民の意向や

幹線道路の整備等を考慮しながら、より利用しやすい路線網の構築を検討する。 

○利用者に配慮した交通施設の整備 

・高齢者や障がい者をはじめ、利用者にとって安全かつ快適な交通施設の整備を

図る。 

②主要な施設配置の方針（公共交通） 

○鉄道 

・牧田川や市街地の南側及び養老山地に沿って走る養老線を、住民をはじめ多く

の人々にとって利便性の高い交通手段としての活用を促進するため、関係機関

に輸送力強化を要請する。 

○その他 

・養老線の駅前広場等の駅周辺環境の整備に努める。 

※養老線に関連する事項を中心に要約 
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⑤ 神戸町 

1)神戸町第四次総合計画（H19.3：計画期間 H19～H28） 

a)神戸町の将来像（基本構想） 

○将来像 

 「みんなで創る元気・快適・いきいきタウン」 

  【みんなで創る】住民と行政が協力・連携した「協働」のまちづくり 

  【元気】まち全体に活力があふれるまちづくり 

  【快適】まち全体が安全で、暮らしやすく、きれいなまちづくり 

  【いきいき】みんなが健康で、いきいき輝くまちづくり 

      

 

b)神戸町の将来像（基本構想） 

養老線広神戸駅周辺が住宅・商業ゾーンに位置づけられている。 
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c)まちづくり指標（後期基本計画）（計画期間：H24～H28） 

    「まちづくり指標の見直し」の「目標６ 快適な生活を支えるまちづくり」にお

いて、養老線の利用者増加が目標として示されている。 

    また、そのための施策として、公共交通機関の利便性アピール、モビリティ・マ

ネジメント、養老鉄道マイレール連絡協議会などの活動支援が位置づけられている。 

 

 

  

※養老鉄道マイレール連絡協議会 
将来にわたって地域に根づいた鉄道として存続維持が可能な環境を整えるため、沿

線各市町または養老鉄道が推薦する住民によって組織する団体で構成された協議会 
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⑥ 揖斐川町 

1)揖斐川町第二次総合計画（H28.3：計画期間 H28～H37） 

a)まちの将来像と基本目標（基本構想） 

○まちの将来像 

「自然健幸のまち いびがわ」 

○基本目標 

 【都市基盤】ひとと自然が調和した活力と魅力あるまち 

 【健康・福祉・医療】安心な暮らしをみんなで支えるまち 

 【教育・文化・交流】豊かな人間性と郷土愛を育むまち 

 【観光・産業振興】調和と創造でデザインするまち 

 

      b)施策体系（基本計画） 
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c)具体的施策（基本計画） 

    「基本目標１ ひとと自然が調和した活力と魅力あるまち」の「方針 3 定住環境

の整備」の「道路・交通環境の充実」において、養老線のさらなる利便性の向上や

利用促進による維持が位置づけられている。 
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2)揖斐都市計画マスタープラン（H24.12 変更：目標年次 H22） 

a)都市づくりの理念と目標 

 ○都市づくりの理念 

「水と緑に抱かれた新郷土文化圏の形成をめざし 

音色豊かなトライアングル（健康・夢・愛）都市の建設」 

 ○都市づくりの目標 

  ①揖斐川等の河川や県立自然公園の緑を生かした水と緑と共生するまちづくり 

②揖斐川文化圏の中核都市として都市間の交流を育むまちづくり 

③いにしえの薫ある伝統文化と情報文化の融合による新郷土文化の創造をめざ

すまちづくり 

④東海環状自動車道を骨格に活力ある地域産業の創造をめざすまちづくり 

⑤高齢者や障害者も健康で安心して暮らせる快適で安全なまちづくり 

⑥良好な居住環境や一体的農地が確保され、土地の合理的利用に配慮したアメニ

ティ豊かなまちづくり 

 

b)将来の都市構造 
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c)施設整備の方針（公共交通） 

    公共交通については連携や駅周辺整備の促進が位置づけられおり、養老線につい

ては揖斐駅の駅前広場及びその周辺整備が位置づけれている（駅前広場は整備済

み）。 
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⑦ 池田町 

1)池田町第五次総合計画（H22.3：計画期間 H22～H31） 

a)池田町の将来像（基本構想） 

○将来像 

 「いきいきと市民がつながり、夢が持てる自然都市」 

○基本理念 

 【安心】災害や将来の生活に対して不安がなく暮らせるまち 

 【未来】子供や若者が未来に対して夢や希望が持てるまち 

 【健全】効率的な行政経営がなされ健全な財政となっているまち 

 【活力】地域の資源が生かされ人や産業に活気のあふれるまち 

 【快適】豊かな自然環境が保全され心地よく暮らせるまち 

【生きがい】世代・性別・障害の有無にかかわらずいきいきと暮らせるまち 

 

b)土地利用構想（基本構想） 

    養老線西側が商業ゾーンに位置づけられている。 
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c)理念ごとの計画（基本構想） 

  「理念ごとの計画」の「安心」の「観光交流と地域産業の進展」において、「町

民が安全に移動しやすい環境を整備する」施策として養老線の環境整備が位置づけ

られている。 
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2)揖斐都市計画区域マスタープラン（H23.1.21 変更：目標年次 H32） 

a)都市づくりの基本理念 

○基本理念 

 「水と緑に抱かれた新郷土文化圏の形成を目指し 

音色豊かなトライアングル(健康・ロマン・つながり)都市の建設」 

○まちづくりのテーマ 

 ・水と緑という地域の自然資源を活かしたまちづくり 

 ・健康で安全・安心に暮らせるまちづくり 

 ・快適、便利、機能的等の豊かな生活空間のあるまちづくり 

 ・活力と豊かな暮らしのあるまちづくり 

 ・住民参加・協働によるまちづくり 

 

b)都市づくりの基本理念 

     養老線の各駅周辺が商業地域に位置づけられている。 
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c)交通施設の都市計画の決定の方針 

      養老線については、運行維持に努めるとされている。 

 

①基本方針（公共交通） 

公共交通機関としての鉄道は、高齢社会において交通弱者に対する重要な施設で

あることから、その維持に努める。バスについては、現行路線バスの維持、コミュ

ニティバスの現状運行の維持、新たな路線の検討等、サービスの向上に努める。 

②主要な施設配置の方針（公共交通） 

鉄道については、養老線が運行されており、本区域内には 4 駅が設置されてい

る。今後とも、住民の通勤・通学又は観光客の足としての役割を担う公共交通機関

として位置付ける。 

※公共交通に関連する事項を中心に要約 

 

 


